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て7 よ号、筆者の みる[と jtってい には配慮、があ し¥うことが さ

し、 ま依-山;奇抱(2010)をもとに、 fと思ってい の発話機能を

《←と張))、 0)λつ があることがわか

イコ

つード;と思っています、と思っており と思いま J 、

、ま

こ

ま

仇

い

め

ざ

て

ド

レ

宇

小

つ

ま

さ

患

i

と

の大会やシン ウムに参加し、そこで ると、 1'"'-'

とし 1う よく復われている。日常会話では、 の意

ときは 1'"'-'と j がよく 、「と思いま ではな

く、「と思っておりますjが頻出するの ~い、興味が湧くようになった。

本研究では、 f述語十と しミますJを と考え、この どのよう

されるのかについて明らかにすること

法として、

そダヲティ

話者にインタピューとアン

ておりま

き コーパス Jより f を し、
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主主に砂宇ることを

ことから、それを

シ」

に吉本語母語

「と mつ

して最後に、

るかについて

明らかに にどのよう，~

での記載

プジャマ (lヲヲき〉とヨ

fと思う j っている j に

、「と患ってしミる j は「と うj が し

も表せる j と る。また、引 の内容

し 邑身 るい であるカ斗こ て、:窒味方ミ

編

いての記述がある

し、のに対し、「話し
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と志っているjに関する考察ー配躍:表現の立場から

3.先行研究

3.1‘アスベクト的観点、から

3.1 1‘阿部(1998) 

1998)は、

称と{~j-く場合の

う-考える、常じる-分る j について、 一人詐あるいはご・三人

とテイノレ形

;こi茸し、 し

3.2.モダリティの観点から

3.2.1.益間・田

・出諾(1992: pl2のでは、「と思う jは;意志伝

し手がみる動作を行なう意ミ与を相手に告げる;

3.2.2.宮崎(lヲヲ旬、 (2001) 

宮崎(1999)では、 fと思う J と fと思っている

「と患っているj は寝極的偽である二とを含

リティとして撮っており、 f

してし¥るつ

認の有無であると述べ、

べている。

(1 )(亡くなった親友について)僕はあいつはまだ生きていると{>く忠う思っている}

Jと患う Jより、 fと患っているJは告念や強い期待といったニュアンス安

(2)僕は阪神が優勝すると{思う 忠 っ て い る )

3.2.3./j¥野(2005)

r I、思う/ト思っている!の と び〉 について

る

まず、

fヒしたもの、

レベノレの観点j について、①藍観的

る範鴎のものを全体として、認識のありょう I~

号、①特定

主ン ることとし 1う

ら述べている C

3.2.4.Iwasaki(lヲ93)

Iwasalくi(1卯 3)では、一人

起させると、 (3')のように f

。〉 も、「絶対に し¥なく j という と共

ってし 1るj 文となると

うJを用いること¥、

し、その理由とし

¥確信を表現できっているJよりも、了て r し

るj からだと

(3) 

(3') * 
3.2.5橋本(2003)

機本(2003)で

いる。

にジョン 人だと思う。

ンが犯人だと患っている。

十と思しっているJの用法;土、アスペクト的な高ij詞がなし fと

うJrと思っている j どちらも使用できる場合が多いと

f半1]1軒文十と思っている j の

いうだけでなく、話し手の f信念」や「こだわり j といっ

γd 
1'-0 

、、.
euv 

の炉、若の継続j と

じられると
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[日本語コミュニケーション 第 3号

3.3.日本語教腎の立主義から

3.3.1桑山(2007)

学習者の誤用例を見出し、母語話者が違和感を覚える要素を詳しく分析したのは、桑山

(2007)である。

(4)彼は異動させられると思っています。

無人称文で、あっても、文末表現が「と思いますj であれば、話し手の語りだと特定でき

る。しかし、{と思っています」であれば、「思う」の主体が特定できない暖昧さが残る。

3.4. iテイル」に関連する先行研究

3.4.1.金水(1989)、柳沢(1994)

テイル形機能の本質について、まず挙げられるのは金水(1989)である。動詞テイノレ形に

は観察情報を報告する機能があることを指摘している。

柳沢(1994)では、 テイノレ形は観察によって得た情報そのものではなく、それを解釈し

たり、取捨選択したりした結果として得られる二次的な情報に変えてしまう、としている。

また、引用、要約において「作者は次のように語っているムト・・・・場面はこう拙かれてい

るjのようなテイル形の使用頻度が高くなることや、解説文においてテイノレ形の使用頻度

が高いことなども柳沢は挙げている。

3.4.2.谷口(1997) 

谷口(1997)では、アスペクトというカテゴリーとは別に、テイノレ形に本質的に備わって

し1る3つの性質(客観性、現象描写性、報告性)について、主にル形と対比した。

3.4.3山間(2000)

山側(2000)は、関係動詞について、ル形とテイル形の違いを論証した。この研究以前の

先行研究では、この両形について「周じ意味j としている。しかし、山同は述べた照合行

為の成立の仕方という点から見れば、両者にも微細な差異を見出すことができるとのべて

いる。

[可能動詞1

(5)a.うちの子は上手に泳げる。 く属性叙述> [潜在中日・超時]

b.うちの子、今日は上手に泳げているわ。 く状態描写> [実現状態相・現在]

[属性動詞]

(6)a綿棒は傷の治療に役立つO く属性叙述> [潜在相・超時]

b傷の治療に綿棒が役立っている。 く状態描写> [実現状態相・現在]

一方、山岡は思考表出動詞「思う j の発話機能についても論述し、《情意表出》、《主

張》、《意志表出》、《宣言》、《助言・忠告》、《依頼》の 6項目を挙げた。

3.4.4.定延・マルチュコフ(2006)、定延(2006)

定延・マノレチュコブ(2006)では、伝統的な「ている j の用法を(i) r継続Jと「繰り返
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r~ と忠っている J に閲する考察一配議茨現のÎl~易から一

しJ(ij)1ノ ブ クト J(iii) jと「記録jとしてし勺。 し、る』 ピ

ンシャ の であるj という えを し

、fと患っているjに いろいろある。しかし、それらが ょう

な され、どの つ 対 を るの会ミについて るもの

空i らなかっ 実際の ける伊jを しているものもなヵ、つ

ま

に撰する

ライス(1975)の とソ 1983)のポライト不ス 、B&L(l

のポライト-::?~ス

出(1997)に iポライトネス j

り、

し叫~5I会じら ライト

中の

山間他(201

の対人関係をなる

司の

における

性条件二(felicitycondition) 

に関して、 J対人的コ いて、相手と

して用い した。る

とHalliday

の分析枠組みであり、

かち、言語学的分析に特化さ 的条件

を中心;こ、意 を 系化したものである。

5デ…タ分析

本研究では 、?名大会話コーパス~， ~=女'在のこと

の二つのコーパスを淵べ しかし、 コーパスJ

こと

f女性のこと

と の中には、 る「と患っています・と患っておりますj の患例 し1

fこめ、 では 。〉 うことにする。

ι彼自党検証ーインタピューとアンケート

インタピューを過して、 q新定的・非断定的弱い・強しV、「

い!討しJなど、いくつかのキーワードが

、「進行しているん

wど

次アン トでは、インタ から作

るかどうか

アンケートの

し

、筆者

てた仮説を明らかにするのに

次アン

その

トを行なう中

0) 

法)会民いて、アンケート

てきた問題を解決するために、二次アン

さることとなり、{と虫、っていま Pず・と

を算出し

トも打7，.(つ

ておりますj

まれていることがわか
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f日本語コミュニケーション 第 3号

7.記長重表現としての「と思っています・と思っておりますj

インタビューとアンケートの調査によって、「と思っています・と思っておりますj を

(策動)と捉え、その下位範鴎《依頼》、~~意志表明》、《忠告》での配慮表現について

考察した。配属:表現としての「と思っています・と思っておりますj が持つ発話機能につ

いて、《依頼》、《意志表明》、《主張》、《承認要求》の四つに分類して記述した。

8.日本語教脅への応用に向けた提言

現行の日本語教科書では、「と思っていますJの用法説明に関しても、教科書によって、

それぞれ解釈が異なり、「と思っていますjの文法項目は統一されていない。 しかし「と

思っていますjには六つの発話機能があることを考えると、現行の日本語教科書の「と思

っておりますj の用法説明では不十分である口

以上のことを踏まえて、本草:では、「と思っていますj は、話者の命題内容に対する心

的態度を伝達する表現として導入すべきだということを提言している口

9.おわりに

fと思いますj と「と思っていますJを区別する基準は二点である。 ー点目は、話者が

¥({衣頼》・《感情表出》・《忠告》・《意志表明》・《主張》・《承認要求》を表したい場合、「と

思いますJを使うより、「と思っています・と思っておりますj を用し 1た方が、語気を弱

め、緩和表現となって聴者に伝達されるということである。

二点目は、感情表明や忠告の場面では、「と思っています・と思っておりますJを使っ

た発話がでは、聴者に思いやりと丁寧さを感じさせる効果があるということである口

今後の課題としては、他のコーパスにも当たることや、本稿で扱った九つの文例以外の

「述語十と思っています・と思っておりますJと i述語+と思いますjの問での語気の強

弱についても考察を加えたい。また本研究では、日本語母語話者の使用例に着目して分析

をしているが、日本語学習者はこれらの表現をどのように使っているのかという実態把慢

も課題の一つである。
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